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CK は B サブユニット（脳型）と M サブユニット（筋型）の２種類のサブユニットからなる２量体で存在し、
MM,MB,BBの３つのアイソザイムに大別されます。 
＜測定原理について＞ 
免疫阻害法（現法）： 
CK-M阻害抗体下で、CK-B活性を測定し、その値を２倍したものを CK-MB活性とする方法です。CK-BBや
ミトコンドリア CKの影響を受けるなどの問題点があります。 
CLIA法（新法）： 
特異性に優れており、高感度な測定が可能となります。（単位：ng/mL） 
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  平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。このたび、CK-MB、TSAb

につきまして、4 月 1 日ご依頼分より測定方法が変更となります。また、セット

内容変更のご案内がございます。何卒ご了承賜りますよう、宜しくお願い申し上

げます。 
   

記 
 

［１］ CK-MBを直接測定し、定量的に濃度を算出する試薬へ変更になります。 
 現 新 

項目名称（測定方法） CK-MB(免疫阻害法) CK-MB(CLIA 法) 
検体量 血清 0.1ml 血清 0.1ml 
測定機器 ラボスペクト 008 アーキテクト 
反応時間 15 分 15 分 

基準値(単位) 0~24(U/L) 4.0(ng/mL)未満 
測定範囲 3~2500 0.1~300.0（希釈での上限 600.0） 
保険点数 55 点(CKアイソザイムで適用試薬) 90 点 

 
                         
 
 

 
 

 
 
 

 
 

  

 
 
 
 

※乖離が大きい例は CK と CKMB の逆転現象等が認められました。従来法の原理上、CKBB や MtCk 等の影響を受けていると考えられます。 
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[２] TSH刺激性レセプター抗体(TSAb)受託中止に伴い、新規項目の甲状腺刺激抗体
(TSAb)のご案内をいたします。ご依頼方法に変更はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[３]セット検査内容変更のお知らせ 
「甲状腺初診時スクリーニング」セット内の抗サイログロブリン抗体半定量（サイロイド

テスト：実施料 37点）受託中止に伴い、抗サイログロブリン抗体（実施料 144点）にセ
ット内容を変更しております。ご了承ください。 


